
【別紙】
 令和７年度学校自己評価及び学校関係者評価表
学校名：武蔵村山市立第七小学校　　校長名：川口　周作
	【経営理念】
（１）自ら学びに向かう力を育む学校　「意欲をもって自ら学ぶ児童の育成（学ぶ楽しさ）
（２）豊かな人間性を育む学校　（人とかかわる楽しさ）
（３）心と体の健康保持増進を育む学校　（元気に育つ楽しさ）
	
	評価
	
	【学校運営協議会・会長】
学校運営協議会（学校評価分）
第１回　　令和７年　６月１２日（金）
第２回　　令和７年１２月１３日（土）
第３回　　令和８年　２月１９日（木）

	
	
	Ａ 
	十分に達成している。（80%以上） 
	
	

	
	
	Ｂ 
	概ね達成している。（60%以上） 
	
	

	
	
	Ｃ 
	あまり十分でない。（40%以上） 
	
	


 
	項目 

	計画・取組
	自己評価（令和８年1月16日現在）
	学校関係者評価

	
	重点目標 

	具体的取組
	評価指標・目標値
	到達度（％）
	評価
	分析コメント
	今後の改善方策
	意見
	評価

	確かな学力の向上
	「意欲をもって自ら学ぶ児童の育成」
・どの授業でも「じっくり考える」「発表し交流する」場面を創り、言語活動の充実を図る。
・「考える楽しさ」「わかる楽しさ」「できるようになる楽しさ」を感じさせ、学習習慣や基礎的な学力を身に付けさせる。
	生活時程のチャレンジタイム（２校時後の15分間）において、計画的に漢字や計算・読書活動・学習の補充などを実施する。
	学校評価アンケートの「基礎学力が身についた」「学習意欲」の項目について、肯定的な回答を７０％以上。
	90
	Ｂ
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が75.5％であった。後期の結果は、前期結果より３％のプラスであった。
	来年度は、肯定的な回答を75％以上にするために、各教科の授業改善と教科担任制を生かした各学年の教科の情報交換を行っていく。
	反復学習や読書による基礎学力・思考力の向上が期待され、教科担任制の効果が評価されている。チャレンジタイムの計画への疑問や、授業のメリハリによる学習意欲向上が指摘された。
	B

	
	
	毎週、金曜日の放課後に各クラスにおいて数名の取り出し学習（教科学習の学習支援）を実施する。
	【全校共通】市学力調査にて、（小５・中２）の平均正答率が同一学習集団の前年度値（小４・中１時）を上回っている。
	80
	B
	４年生の頃と比べ、学習内容が難しいと感じる児童が増えている。正答率は、ほぼ横ばいの状況である。
	授業内での学習理解を高めていくための授業改善と、算数少人数のグループ分けの工夫をしていく。
	取り出し学習の位置づけや教職員負担への懸念が示されつつ、継続を望む声が多い。
難しさを感じる児童への工夫や、金曜居残り学習の効果への関心が寄せられた。
	B

	豊かな心の育成
	「人への優しさと自分への強さをもった児童の育成」
・人と関わる多様な活動の中で児童が安心できる環境を作る。
・児童の心に寄り添う生活指導によっていじめや問題行動、学校不適応の早期発見を図る。
	特別活動において、課題解決を図るための合意形成を図る中で「話し合い」を活動の中心に置く活動を行う。場による「挨拶」「言葉遣い」の指導を徹底する。
	学校評価アンケートの「温かい関わりと思いやりの心が育っている」の項目について、肯定的な回答を７０％以上。
	90
	Ａ
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が86％であった。学習活動においての「話し合い」が増え、言語環境の改善を結果であると考える、
	来年度は、肯定的な回答を80％以上にし、引き続き学習活動の「話し合い」と言語環境の充実を図っていく。

	対話を大切にする学びが現代に必要とされ、高く評価されている。
児童の優しさや挨拶などの成長が確認され、継続を望む声が多い。
	A

	
	
	道徳の学習において、重点指導として「自立心や自律性」「生命を尊重する心」「他者を思いやる心」の価値項目について学期１回以上行う。
	ふれあい月間の実施後調査（11月）において、いじめや生活指導関連において、肯定的な回答を60％以上。
	70
	C
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が55％であった。前期の回答率より６％マイナス。学校だよりで、ふれいあい月間についての取組を紹介することができた。
	４月学年保護者会や６・11月のふれいあい月間前にいじめ対策の取組について、引き続き周知していく。
	道徳の授業時間の少なさが目標達成に十分か疑問視されている。
いじめ対策の見えにくさや評価の難しさが指摘され、線引きの周知を求める意見があった。
	B

	健やかな体の育成
	
「心身ともに最後までやり抜く児童の育成」
・「体を動かす楽しさ」「挑戦する楽しさ」「健康に生きる楽しさ」を感じさせる。
・心身ともに健康で最後までやり抜く児童の育成を図る。
	・３年生以上では、食や睡眠を主に「健康」に対する意識を高める保健の学習の工夫と改善を行う。
・全校児童の理解啓発とする教育活動（ゲストティーチャー招聘）を行う。
	学校評価アンケートの「健康を意識した生活習慣を送っている」の項目について、肯定的な回答を７０％以上。
	80
	Ｂ
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が75％であった。ゲストティーチャーを講師に迎えた授業で、健康の大切さを学ぶことができた。
	アンケート調査で、スマホやゲームの利用時間が長く、睡眠時間が少ないことが分かった。睡眠の大切さを周知する取組をしていく。
	デジタル接触増加を踏まえ、健康や生活リズムを見直す機会の必要性が挙げられた。
スマホ使用を含め家庭との連携の重要性が強調された。
	B

	
	
	・全学年において体育学習の工夫と改善を行う。（校内研究授業年３回実施）
・運動の楽しさを味わうための体育的活動を実施する。（学期１回実施）
	【全校共通】全国体力・運動能力、運動習慣等調査（小５・中２）において総合評価「Ｃ」以上の割合が６０％以上又は総合評価「Ｃ」以上の割合が令和６年度調査との比較で向上している。
	90
	Ａ
	今年度、３年生以上で教科担任制を実施した。高学年体育専科を中心に、体育学習の授業づくりができた。意欲的に体育に取組む児童が増えた。
	学校生活において、体を動かすことができる取組を引き続き行っていく。また、体育学習の授業改善に取組んでいく。
	体育の授業は児童の意欲が高く、教科担任制の良さが示されている。
体力低下への懸念や運動が苦手な児童への配慮が必要との意見もあった。
	B

	まちづくり学習の充実
	「総合的な学習の時間を中心に学習を進め、キャリア教育や教科横断的な学習とも関連させながら学習活動の実施」
　学年末において、活動の報告会を設け、自己の振り返りや今後のまちづくりについて考えていくことができるように計画的に進める。
	学校だよりや学年からのお知らせ等で「まちづくり学習」の学習状況や取組について、学期に１回または月に１回程度、保護者に情報提供していく。
	学校評価アンケートの「各学年の『まちづくり学習』について情報発信をしている。」の項目について、肯定的な回答を７０％以上。
	80
	Ｂ
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が80％であった。まちづくり学習担当が学習活動後に、まちづくり通信を発行していた。
	各学年から、学習の内容や進捗状況についての情報発信を増やしていく。情報発信が増えることで、保護者や地域の方の手伝いも増やしていく。
	地域との連携や情報発信の取り組みが評価され、さらなる発展が期待されている。
まちづくり学習の内容が可視化され、児童の反応も良いと報告された。

	B

	
	
	学年末の授業公開を全学年が「まちづくり学習」の報告の授業とする。授業を参観後、保護者や地域の方から感想や意見を聞く。
	【全校共通】学校評価アンケートの「学校は『まちづくり学習』を通して、自ら課題を設定して解決への見通しを考えたり、考えたことを発表したりする学習を推進している。」の項目について、肯定的な回答を７０％以上
	80
	Ｂ
	学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が80％であった。課題設定を自らできる児童が少ない。発達段階にあった。課題設定へのヒントが必要である。
	まちづくり学習を中心に食育などを含めた総合的な学習の時間の年間計画の見直しや加除・訂正が必要である。
	
	B

	学校裁量
	校内研究「運動の楽しさを味わい、健康意識を高めていく　むさななっ子チャレンジ」の研究主題を基に、「体育」「食育」「生活習慣」の３つの柱を中心に健康意識を高める。
	本校の児童の健康意識を高め、運動することで得られる価値を見いだすために「体育」「食育」「生活習慣」の３つの分科会で、それぞれが課題の工夫と改善の授業や取組を行う。また、家庭との連携を図る。
	体力調査の児童アンケートにおいて、「体育」「食育」「生活習慣」に関する項目でそれぞれ肯定的な回答を７０％以上。
	80
	Ｂ
	児童アンケートにおいて、３項目ともに肯定的な回答が70％以上であった。体育健康教育推進校として３分科会で研究に取り組んだ成果があった。
	
体育健康教育推進校の２年間の取組を精選し、引き続き３つの活動に取組、さらに健康に対する意識をさらに高めていく。
	学校裁量枠の取り組みに成果が出ており、A評価相当との意見がある。
心身の健康を重視する取り組みが評価され、肥満児減少など成果も示された。
	B


※　到達度＝　達成値／目標値
